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行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

委
員　

本
市
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
様
々
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
同
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
行
っ

た
事
務
事
業
と
補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
知
り
た
い
。

政
策
総
務
部
長　

事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、「
市
民
保
養
所
や
ち
ほ
」
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
宿
泊
を
要
し

な
い
出
張
手
当
の
廃
止
、
新
町
小
学
校

の
給
食
業
務
の
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
変

更
な
ど
を
行
っ
た
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
へ
の
補
助
率
の
見
直
し
や
、

特
産
品
等
開
発
支
援
事
業
費
補
助
金
の

補
助
率
と
補
助
額
上
限
の
引
下
げ
な
ど

を
行
っ
た
。

委
員　

新
た
に
消
費
者
庁
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
消
費
生
活
相
談
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
十
分
に
対

応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
の
相
談

の
実
績
を
知
り
た
い
。

経
済
観
光
課
長　

相
談
に
つ
い
て

は
、
相
談
員
が
１
日
２
人
体
制
で

行
っ
て
お
り
、
合
計
１
０
３
５
件

の
実
績
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
主
な
相
談
の
内
容
は
、
運

輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
も

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
の
相

談
が
２
２
２
件
あ
っ
た
。

　

相
談
事
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、
チ

ラ
シ
等
を
作
成
し
文
化
セ
ン
タ
ー

に
置
く
な
ど
し
て
い
る
。

委
員　

馬
場
大
門

ケ
ヤ
キ
並
木
保
護

対
策
事
業
は
、
平

成
20
年
度
か
ら
の

新
規
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う

な
保
護
対

策
が
実
施

さ
れ
た
の
か
概
略
を
聞
き

た
い
。

　

ま
た
、
ど
の
程
度
の
計

画
期
間
を
考
え
て
い
る
の

か
。

文
化
財
担
当
副
主
幹　

20

年
度
は
、
樹
木
診
断
や
、

枯
死
木
の
年
輪
標
本
の
作

成
、
ま
た
、
土
壌
調
査
な

ど
を
行
っ
た
。
更
に
は
、

年
輪
標
本
を
含
む
、
け
や

き
並
木
に
関
す
る
展
示
を

ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
で
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
様
々
な
保
護
対
策
を
、

す
ぐ
に
行
う
も
の
、
短
期
、
中
期
、

長
期
で
行
う
も
の
と
分
け
、
長
期

間
に
わ
た
り
、
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
。

委
員　

平
成
22
年
の
４
月
１
日

か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付

け
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、
本
市
が

行
っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

取
付
等
事
業
の
20
年
度
ま
で
の
状

況
と
今
後
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

高
齢
者
支
援
課
長
補
佐　

同
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
及
び
65
歳
以
上
の
高
齢

者
だ
け
で
居
住
し
て
い
る
世
帯
の

中
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対

象
と
し
て
い
る
。
20
年
度
の
実
績

は
、
両
世
帯
で
合
計
２
１
３
個
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、

広
報
ふ
ち
ゅ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

各
関
係
団
体
と
協
力
し
、
設
置
の

促
進
に
努
め
て
い
く
。

平成20年度各会計別歳入歳出決算の状況

区　　　　分 最終予算額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）

一　般　会　計 878億8953万9千円 872億7856万9千円 99.3 807億  565万9千円 91.8

特
　

別
　

会
　

計

国民健康保険 223億1678万8千円 220億4682万9千円 98.8 212億1556万4千円 95.1

後期高齢者医療 32億5505万4千円 29億4889万6千円 90.6 29億3764万6千円 90.2

老人保健医療 14億8052万3千円 13億8210万3千円 93.4 13億8210万2千円 93.4

介 護 保 険 108億1977万3千円 103億2298万8千円 95.4   101億 　71万4千円 93.4

競 走 事 業 1077億1190万5千円 1053億4476万円  　  97.8 1051億7600万4千円 97.6

公 共 用 地 20億6648万5千円   20億7059万9千円 100.2   19億4526万1千円 94.1

下 水 道 事 業 40億6120万1千円   40億1421万8千円 98.8   40億  750万1千円 98.7

受託水道事業 10億7170万円  　   10億3766万4千円 96.8   10億3766万4千円 96.8

火災共済事業 962万8千円           397万5千円 41.3           217万7千円 22.6

消

費

生

活

相

談

　

対

応

状

況

は

住
宅
用
火
災
警
報
器
取
付
等
事
業

状
況
と
今
後
の
取
組
は

馬場大門ケヤキ並木

保護対策事業の概略は

歳

入

の

減

収

委
員　

米
国
発
の
世
界
同
時
不
況
に
よ

り
生
じ
た
、
歳
入
の
減
収
の
主
な
も
の

は
何
か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
市

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

財
政
担
当
参
事　

主
に
法
人
市
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
が
減
収
と
な
り
、
減

収
に
対
す
る
財
源
の
補
て
ん
に
つ
い
て

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で
歳
入
の

確
保
を
図
っ
た
。　

　

市
の
対
応
は
、
低
所
得
者
を
対
象
と

し
た
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
子
育

て
・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
認
可
外
保
育

施
設
入
所
児
童
保
護
者
補
助
金
の
実
施

な
ど
、
３
分
野
13
事
業
の
緊
急
対
策
事

業
を
行
い
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
伴

う
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

委
員　

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

点
整
備
等
に
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
19

年
度
で
８
１
８
１
万
２
０
０
０
円
の
経

費
が
か
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
20
年

度
の
経
費
と
今
後
の
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
進
め
方
を
聞
き
た
い
。

水
と
緑
事
業
本
部
長　

現
下
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
し
た
結
果
、

同
事
業
の
20
年
度
の
経
費
は
、
郷
土
の

森
公
園
修
景
池
の
改
修
工
事
等
で
、
１

億
８
３
６
７
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

旧
い
こ
い
の
森
の
園
路
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
23
年
度
に
施
行
、
更
に
青
年
の

家
跡
地
の
施
設
に
つ
い
て
22
年
度
ま
で

に
施
設
計
画
を
構
築
し
、
23
年
度
の
開

設
を
目
指
し
て
い
く
。

庁

舎

建

設

基

金

委
員　

庁
舎
建
設
基
金
の
平
成
20
年
度

決
算
で
の
積
立
額
、
ま
た
、
同
基
金
の

最
終
的
な
積
立
目
標
額
と
そ
の
目
標
額

の
設
定
根
拠
を
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事　

同
基
金
の
20
年
度
末

で
の
積
立
額
は
17
億
１
８
０
０
万
円
で
、

積
立
目
標
額
は
、
29
年
度
ま
で
に
75
億

円
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

同
基
金
の
目
標
額
の
設
定
根
拠
に
つ

い
て
は
、
基
金
計
画
に
お
い
て
、
他
市

の
庁
舎
建
設
事
業
費
の
例
を
参
考
に
約

１
５
０
億
円
と
見
込
み
、
半
分
の
75
億

円
を
基
金
に
よ
り
手
当
て
す
る
と
い
う

考
え
を
基
に
、
積
立
額
を
設
定
し
て
い

る
。
な
お
、
基
金
以
外
の
財
源
は
起
債
、

国
等
支
出
金
な
ど
を
見
込
ん
で
い
る
。

平成20年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳

委
員　

市
内
小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
が
、
す
べ
て

完
了
し
、
汚
い
、

暗
い
、
臭
い
と
い

う
状
況
が
解
消
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
が
、
改
修
後

の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
か
ら
の
意

見
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

学
校
耐
震
化
等
推
進
担
当
主
幹　

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
、
20
年
度
の
２
か
年
を
目

途
に
予
定
し
て
い
た
が
、
耐
震
工

事
の
関
係
で
、
21
年
度
に
矢
崎
、

若
松
、
新
町
小
学
校
の
３
校
の
改

修
を
実
施
し
、
完
了
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
は
、

家
庭
で
洋
式
ト
イ
レ
が
普
及
し
て

い
る
関
係
も
あ
り
、「
使
い
や
す

く
な
っ
た
」、「
明
る
く
な
っ
た
」、

「
臭
い
が
な
く
な
っ
た
」等
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員　

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
診
断

及
び
耐
震
改
修
の
費
用
助
成
に
つ

い
て
、
平
成
20
年
度
の
実
績
は
。

　

ま
た
、
本
市
の
耐
震
改
修
促
進

計
画
で
は
、
27
年
度
ま
で
の
耐
震

化
率
の
目
標
を
90
%
と
し
て
い
る

が
、
実
現
へ
の
取
組
は
。

住
宅
勤
労
課
長　

実
績
は
、
相
談

37
件
、
診
断
29
件
、
改
修
５
件
で

あ
る
。
改
修
に
は
、
高
額
の
費
用

が
か
か
る
等
の
理
由
で
、
実
施
が

少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

建
築
指
導
課
長
補
佐　

目
標
の
達

成
に
向
け
て
は
、
耐
震
に
関
す
る

普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

20
年
度
に
は
、
商
工
ま
つ
り
等

に
お
い
て
、
耐
震
に
関
す
る
展
示
、

無
料
相
談
会
な
ど
を
実
施
し
て
、

市
民
の
意
識
啓
発
に
努
め
た
。

耐
震
診
断
・
改
修

　

費
用
助
成
の
実
績
は

学 校 の ト イ レ

　改修後の評価は

再

開

発

事

業

委
員　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
再
開
発
事

業
に
つ
い
て
は
、
保
留
床
を
取
得
し
、

公
共
施
設
を
つ
く
る
予
定
と
聞
く
が
、

そ
の
必
要
性
と
検
討
内
容
を
聞
き
た
い
。

政
策
総
務
部
長　

保
留
床
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
同
再
開
発
事
業
の
安
定
性
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
市
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

検
討
に
つ
い
て
は
、
庁
内
に
府
中
駅

周
辺
施
設
等
活
用
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ー
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
、
市
の
考
え
を
取
り
ま
と
め
た

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
等
で

広
く
市
民
に
意
見
を
聞
き
、
そ
の
意
見

を
踏
ま
え
、
活
用
方
法
等
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

 

　▲けやき並木の土壌調査の様子

※各会計の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。 ※各科目の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。


